
昭和 27 年に『田辺町政だより』と
して創刊号が発行されてから 60 年。
まちの情報を適確に、そして分かりや
すくお伝えすることを目指しお届けし
てまいりました『広報京たなべ』が、
今号で 700 号を迎えました。

これも市民のみなさんをはじめ、多
くの読者の方に支えられたことによる
ものであり、改めて感謝申し上げます。

創刊号において初代田辺町長の故 
北川楢太郎氏が「一圓融合」という言
葉を掲げ、「町民一同が真から助け合
い平和な住みよい、田園文化の町を建
設したい」という思いは現在も生き続
け、まちづくりの大切な指針となって
います。

創刊時 15,000 人であった田辺町の
人口は、高度経済成長の時代とともに
急激に増加し、平成 9 年 4 月の市制
施行を経て、平成 24 年 5 月 1 日現在、
64,950 人と当時の 4 倍の人口を数え、
本市は、関西の中心に位置する都市と
して成長するに至りました。

広報紙についてもまちの発展ととも

に充実を図り、今では月 2 回の発行と、
昨年からのカラー化によって、見やす
い紙面へと変遷を遂げました。

行政に対する市民ニーズが多様化
し、さらに地方分権が進む中で各自治
体には個性を生かしたまちづくりが求
められることとなり、今後のまちづく
りは市民と行政が協働して取り組んで
行くことがさらに大切になってまいり
ます。

そのためにも行政の持つ情報を分か
りやすく市民のみなさんにお伝えする
広報の役割はますます重要となってく
ると考えております。

今後もより見やすく親しみやすい、
また、まちの活性化に向けた情報をい
ち早くお届けできるよう『広報京たな
べ』の発行に取り組んでまいりますの
で、市民のみなさんの積極的なご意見
をお聞かせいただきますようお願い申
し上げます。
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田辺中央体育館で 4 月
27 日、児童福祉週間の始
まりとなる「親子ふれ愛交
流」が開かれ、152 人の家
族連れが、こいのぼり掲揚・
コンサートなどを楽しみま
した（＝写真）。

歌のおねえさんの山本か
ずみさんによるコンサート
では、子どもたちが「あい
あい」「おもちゃのチャチャ
チャ」などの歌に合わせ手
遊びを楽しみました。

また、高校生と中学生の
2 人の子を持つ親として、
自身の子育て体験談や、子
どもへの接し方について話

す場面もあり、「生まれて
きてくれてありがとうとい
う感謝の気持ちを持って、
子どもに接してほしい」と
参加者へメッセージを送り
ました。

上辻彩乃ちゃん（2）と
参加した母親の恭子さん
は「子どもと一緒に参加で
きるイベントでとても楽し
かった。また参加したい」
と話してくれました。

児童福祉週間は 5 月 26
日㈯まで。詳しくは 4 月 1
日発行の広報京たなべをご
覧ください。


